[Review] マルセル・ブロイヤーの椅子 : 腰かけるための道具と金属パイプの出会い by 橋本 優子
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者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
る
代
表
作
と
言
え
ば
、「
細
い
金
属
パ
イ
プ
を
曲
げ
て
接
合
し
た
安
楽
椅
子
」の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
こ
の
安
楽
椅
子
に
は
、
種
々
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
・
デ
ッ
サ
ウ
に
お
け
る
考
案
時
の
試
作（
一
九
二
五
年
）、
量
産
を
検
討
す
る
前
段
階
の
原
型（
一
九
二
五
│
二
六
年
）
は
、
素
地
に
近
い
仕
上
げ（
加
熱
・
冷
却
・
酸
化
な
ど
に
よ
る
）の
鋼
管
を
溶
接
し
、
背
・
座
・
肘
掛
を
成
す
部
分
に
ア
イ
ゼ
ン
ガ
ル
ン（
ロ
ウ
引
き
の
綿
糸
を
織
る
、
ま
た
は
織
っ
て
か
ら
ロ
ウ
を
染
み
込
ま
せ
た
堅
牢
で
軽
い
生
地
）
の
ベ
ル
ト
を
渡
す
構
造
だ
っ
た
。
続
い
て
登
場
し
た
少
量
・
大
量
・
パ
テ
ン
ト
生
産
の
モ
デ
ル
は
、
レ
ン
ギ
エ
ル
規
範
家
具（
ド
イ
ツ
）、
ト
ー
ネ
ッ
ト（
ド
イ
ツ
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ノ
ー
ル（
ア
メ
リ
カ
）
ほ
か
、
メ
ー
カ
ー
は
違
え
ど
も
、
金
属
パ
ー
ツ
を
ビ
ス
留
め
と
す
る
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
式
の
採
用
で
共
通
し
、
パ
イ
プ
に
ク
ロ
ー
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
の
メ
ッ
キ
を
施
す
、
ア
イ
ゼ
ン
ガ
ル
ン
を
革
に
置
き
換
え
る
、
と
い
っ
た
仕
様
変
更
が
継
続
さ
れ
る
。
一
般
リ
リ
ー
ス
に
際
し
て
は
、「
B
3
」の
品
番
や「
ワ
シ
リ
ー
・
チ
ェ
ア
」の
愛
称
が
付
与
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
世
間
の
耳
目
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
　
幸
い
に
も
本
展
で
は
、
異
な
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
量
産
モ
デ
ル
の
実
物
が
一
覧
で
き
た
が
、
記
録
で
の
み
知
ら
れ
、
現
存
し
な
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
含
め
て
、「
安
楽
椅
子
」の
シ
リ
ー
ズ
は
、
必
ず「
デ
ザ
イ
ナ
ー
＝
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
」と
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
。
一
方
、
同
じ
く
金
属
パ
イ
プ
と
ベ
ル
ト
か
ら
成
り
、
四
本
脚
の
し
が
ら
み
を
解
い
た
、
と
さ
れ
る「
カ
ン
テ
ィ
レ
ヴ
ァ
ー
・
チ
ェ
ア
」は
、
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
と
、
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
で
同
世
代
の
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
マ
ル
ト
・
ス
タ
ム（
一
八
九
九
│
一
九
八
六
年
）が
二
本
脚
構
造
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
法
廷
で
争
い
、
そ
の
こ
と
で
も
有
名
に
な
っ
た
。
こ
の
訴
訟
騒
ぎ
に
は
、
両
者
と
面
識
が
あ
り
、
よ
り
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
と
近
し
く
、
か
つ
自
身
も
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
モ
ダ
ン
・
チ
ェ
ア
を
手
が
け
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ（
一
八
八
六
│
一
九
六
九
年
）
の
関
与
も
無
視
で
き
ず
、
ま
さ
に
作
家
や
デ
ザ
イ
ン
動
向
、
ス
タ
イ
リ
ン
グ
に
傾
斜
し
た
デ
ザ
イ
ン
史
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
恰
好
の
ト
ピ
ッ
ク
提
供
と
な
っ
た
、
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
　
以
上
を
鑑
み
て
私
た
ち
は
、「
安
楽
椅
子
」「
カ
ン
テ
ィ
レ
ヴ
ァ
ー
・
チ
ェ
ア
」を
始
め
、
他
の
多
く
の
名
作
椅
子
に
対
峙
す
る
際
に
、
も
っ
と
腰
か
け
る
道
具
の
物
性
、
す
な
わ
ち
モ
ノ
と
し
て
の
成
り
立
ち
を
支
え
る「
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
な
い
貢
献
」に
つ
い
て
、
洞
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
椅
子
と
、
椅
子
を
思
わ
せ
る
形
状
の
立
体
造
形
と
の
根
本
的
な
違
い
、「
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
＝
デ
ザ
イ
ナ
ー
」た
る
役
ど
こ
ろ
に
対
す
る
本
当
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鋼
管
の
実
用
化
が
一
八
一
〇
│
二
〇
年
代
ま
で
遡
り
、細
い
帯
状
の
鉄
材
を
巻
き
寿
司
の
よ
う
に
長
手
方
向
で
、
あ
る
い
は
包
帯
の
要
領
で
斜
め
に
ず
ら
し
て
巻
き
、
溶
接
し
た
の
ち
成
型
す
る
、
つ
ま
り
継
ぎ
目
の
あ
る
頑
丈
な
パ
イ
プ
が
、
そ
の
当
時
か
ら
水
道
管
・
ガ
ス
管
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
、
デ
ザ
イ
ン
史
で
は
見
落
と
さ
れ
た
が
ち
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
装
飾
的
な
木
製
・
布
張
り
椅
子
が
全
盛
の
時
代
に
相
当
す
る
。
　
一
八
四
〇
年
代
に
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
鋼
管
が
発
明
さ
れ
た
が
、
そ
の
工
業
生
産
は
一
九
世
紀
末
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
あ
た
か
も
、
日
常
的
な
移
動
の
道
具
こ
と「
自
転
車
」（
特
許
一
八
一
八
年
）の
近
代
的
な
改
良
、
ブ
ー
ム
と
量
産
化
に
重
な
り
、
細
く
て
軽
量
、
し
か
も
丈
夫
な
シ
ー
ム
レ
ス
製
品
が
自
転
車
の
フ
レ
ー
ム
に
用
い
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
傍
ら
で
、
二
〇
世
紀
の
初
め
に
は
、
従
来
の
継
ぎ
目
の
あ
る
金
属
パ
イ
プ
を
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
造
る
シ
ス
テ
ム
が
編
み
出
さ
れ
、
よ
り
長
大
で
質
の
高
い
も
の
は
石
油
や
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
、
重
工
業
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
特
化
し
、
後
発
の
シ
ー
ム
レ
ス
と
の
棲
み
分
け
が
図
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
パ
イ
プ
を「
曲
げ
る
」技
術
の
開
発
が
一
九
一
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
で
一
気
呵
成
に
進
み
、
こ
こ
に
や
っ
と
様
式
・
理
念
で
語
ら
れ
る「
椅
子
の
進
化
」
と
の
接
点
が
見
え
て
来
る
。
結
び
　
安
楽
椅
子
に
つ
い
て
は「
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
」、
カ
ン
テ
ィ
レ
ヴ
ァ
ー
・
チ
ェ
ア
は「
連
結
し
た
水
道
管
」に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
点
は
、
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
や
ス
タ
ム
の
鋭
い
視
点
、
大
き
な
貢
献
と
し
て
、
す
で
に
デ
ザ
イ
ン
史
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
、
そ
も
そ
も
鋼
管
と
は
ど
の
よ
う
な
素
材
か
、
い
か
な
る
構
造
に
適
し
て
い
る
の
か
、
生
産
技
術
の
歩
み
、
現
場
の
知
ら
れ
ざ
る
試
行
錯
誤
に
照
ら
す
と
、「
金
属
パ
イ
プ
の
モ
ダ
ン
・
チ
ェ
ア
と
は
何
か
」の
知
見
は
、
な
お
完
全
な
も
の
と
な
る
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
量
産
モ
デ
ル
の
決
定
的
、
漸
進
的
な
相
違
の
把
握
に
関
し
て
も
同
様
で
、
工
房
・
工
場
の
片
隅
に
は
、
パ
イ
プ
の「
強
度
」
「
し
な
り
」を
確
か
め
る
た
め
、
そ
れ
を
組
ん
だ
時
の「
破
綻
の
有
無
」「
生
産
面
で
の
合
理
性
」を
検
証
す
る
目
的
の
部
分
試
作
な
ど
が
あ
り
、
製
品
で
は
な
い
の
で
表
に
出
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
　
そ
う
し
た
諸
々
を
、
図
面
や
ス
ケ
ッ
チ
に
加
え
て
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
実
証
的
に
統
合
し
、
実
用
に
供
す
る
端
正
な
椅
子
を
導
く
の
が
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
教
育
機
関
、
存
命
時
に
お
け
る
メ
ー
カ
ー
と
の
協
働
で
果
た
す
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
役
割
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
は
、
出
来
合
い
の
鋼
管
の
溶
接
や
連
結
で
は
得
ら
れ
な
い
、
ソ
リ
ッ
ド
な
金
属
パ
イ
プ
そ
れ
自
体
の
三
次
元
的
な
可
能
性
と
造
形
美
を
見
出
し
、
学
生
、
職
工
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
や
経
営
者
ら
と
と
も
に
、
再
び
パ
ー
ツ
を
分
節
し
て
ビ
ス
で
組
み
立
て
る
デ
ザ
イ
ン
製
品「
ク
ラ
ブ
チ
ェ
ア
B
3（
ワ
シ
リ
ー
）」に
生
を
与
え
た
の
で
あ
る
。 
（
宇
都
宮
美
術
館
主
任
学
芸
員
）
